
































































































料液を簀のなかにすくい込む。そして桁を平らにして前後・左右に揺り動かし、紙料液の繊維を絡み合わせる。漉き枠か の水の滴下が終わったら、床板の布に伏せ、紗布を被せて板を載せ、石などを重しにして、紙層か 水を絞り出す。 乾燥板に貼り付け、 乾かして紙 する。
　




























うとする試みがなされたと考えられる 実際に試行してみ と、この種の植物を利用して作った 料液は、従来の原料を利用する場合よりも粘性が高く、結果的に表面の平滑な紙が漉けることが分かった。　
こうした現象をヒントに、紙料液のなかに何らかの粘性物質を加えて




















































紙は、製紙の過程で繊維の動きが生じない 表裏ともに繊維の方向性はなく 両面同一の状態である、一方、近世ま に一般的となる「流し漉き法」で漉かれた 場合 「初水」の工程で簀面に繊維を縦に流し、 「捨て水」の工程でも縦に流し捨てるので、表裏ともに繊維は縦に流れていて、方向性は同一となる。つまり、従来紹介されているいずれの製法によっ も、 表裏で繊維の方向性が異なる紙が漉かれ ことは、基本的にあり得な 。　
ところが中世の和紙は、片面の繊維に流れがあり、もう片面の繊維は





このように、 「溜め漉き法」 から 「流し漉き法」 へと移行する過程には、




おり、料紙の両面が観察できない事例も多く、すべて 渡り表裏の関係を検討することはできなかった。しかし、 平安後期～中世前期の古文書 ・古典籍の多くは の製法で漉 れ こと自体は、明確に確認できた。こうした製法 発生時期や具体的 展開の過程などに関しては、今 も調査事例を蓄積してい 過程で、次第 明らか していきたい。［結論］今回の調査から分かったこと　
今回の調査では、主に古代～中世にかけて製紙された和紙を対象とし





































































































































































H‐63‐937 扶桑略記 巻第四 薄い楮紙。全て打紙してあるが，紙によって打ち方に強弱がある。第 2・3 紙は
打ち方が弱く，第 7・11 紙は打ち方が強い（通常は「斐紙」と称される紙）。第




































































































































































途中の紙（自筆書状の部分）は 3㎝に 13 本の萱簀痕があり，洗滌の少ない楮紙
を打紙している。
（33）乳白色紙
























































資料番号 資料名 1 資料名 2 所見 論点



























































のうちでも第 5 紙と第 7 紙は紙質が似通っており（非繊維細胞が多く残る），第
16 紙と第 17 紙もそれぞれ似通っている（繊維の流れ）。第 11 紙では打紙が弱
い。第 19 紙では，米粉の混入が想定される。なお第 22 紙では，漉き方は流し
漉きで，未蒸解繊維が多い（揺すったので，繊維結束が紙の上下に集中してい




















H‐510 大乗義章 巻第二十 紙を縦に使った綴じ本。太めの竹簀で楮を漉き，打紙している。虫喰いが多い。

















H‐638 釈摩迦衍論 巻第二 表紙は楮の紙に柿渋を塗布した紙。本文は白色紙で，楮を流し漉きした大型の
薄紙を弱い打紙してある。チリは少なく，地合も良い良質紙。
（40）柿渋













H‐699 梵字 悉曇章 白色紙。楮を揺すりのある溜め漉きで漉き，磨いた瑩紙。ソフト感があり，チリは
少なく，地合の良い上質紙。
H‐701 瑜伽師地論 巻第七十八 楮をゆっくりと流し漉きして，繊維が上下に集まっている紙を打紙してキハダ染め
している。





太さの異なる萱簀を使用している。重さ3.7g・紙厚 115μm・横 42㎝・縦 22㎝。
（41）太さの異な
る萱簀






















H‐743‐138 醍醐要書 楮に米粉を加えて流し漉きした白色紙。簀痕からは，竹簀（3㎝に 17 本）で漉い





















第 1 紙…白色紙。楮に雁皮を混ぜた地合の良い流し漉き紙。 
第 2 紙…白色紙。楮の地合の良い流し漉き紙。未蒸解・未分散繊維がある。 
第 3 紙…白色紙。楮の地合の良い，シワのある檀紙風の流し漉き紙。
H‐743‐181‐3 弘法大師等身木











H‐743‐207‐1 宇治堀家文書 当麻友恒売券 楮を流し漉きしたシワのある厚紙。
239
［国立歴史民俗博物館蔵　古文書・古典籍料紙の調査］……宍倉佐敏


















H‐743‐230‐2 第 5・7 紙の紙は，米粉入り楮紙を打紙している（珍しい）。

















































































H‐743‐298‐3 建久五年 楮に 20％程の雁皮を混ぜ，流し漉きした紙。地合は良く，チリが少ない。







































































































繊維は，すべて楮である。弱い打紙が第 4・5・13 ～ 15・18 ～ 20 紙で，並の
打紙が第 7 ～ 9 紙で行われている。第 10・22 紙は磨いてある可能性。漉き方
は，全て流し漉きと考えられるが，第 1 紙は揺すりが弱く，第 7・14・15 紙では強
い流しが行われている。米粉が第 1・4・5・6・11・13 紙などで見えるが，うち第 4・
11・13 紙では少量で，第 6 紙では大量である。簀は第 10・20・30 ～ 33 紙が萱
簀で，第 11・22 ～ 29 紙は竹簀。また第 7 紙では未蒸解繊維が多く，第 9 紙に
もある程度混じる。地合は，第 1 ～ 6 紙と第 22 ～ 33 紙は良く，第 11 ～ 21 紙
あたりは悪い。
H‐743‐446 吉続記（自筆） 表紙の紙と裏打紙は同質紙。楮を萱簀で流し漉きした，地合の良い，チリの少
















































































第 2 紙…第１紙と同質紙であるが，萱簀痕が 3㎝に 13 本あり。























第 4・5・7 紙で良い印象（ハッキリしないが，第 9～11 紙の地合は良かったのだ



















H‐796 祈雨日記 第 1 紙…楮に米粉を加えて流し漉きした地合の良い紙。チリはある。紙厚
90μm。簀痕 3㎝に 13 本。
第 2 紙…楮に米粉を加えて流し漉きした地合の良い紙。簀痕は見えない。紙
厚 105μm。





は良い。簀痕 3㎝に 16 本。紙厚 90μm。
H‐800 明月記（自筆） H‐600‐24と同質紙と判断した。付属の極め札は雁皮紙。



















紙厚 65μm・重さ0.5ｇ。チリがある薄い紙。3㎝に 17 本の竹簀痕がある。楮を
溜め漉きしている。









紙厚 100μm・重さ4.1ｇ。3㎝に 14 本の萱簀で楮を流し漉きした白い紙。繊維
が長く，結束繊維があるので地合は良くない。

























資料番号 資料名 1 資料名 2 所見 論点
H‐1517 正倉院文書 无下雑物納帳 地合の良くない楮の溜め漉き紙。 （83）地合が良くない
H‐1533‐7 歳末納帳 雑な流し漉きで地合が悪い楮の薄紙。チリは少ないが繊維分散が不充分。 （84）雑な流し漉き






















































































































































































































模様の美しさを意味する会意文字な で、 「斐紙」とは滑らかで光沢があり、 くて丈夫な紙を指すと考えられる（つまり「楮紙」などとは異なり、原料に由来 呼称では い） 。古く正倉院文書のなかに「六巻鈔料斐紙
4











た紙と定義している点で しかし、 古代の史料に見える「斐紙」と称される紙と、 平安期以降の 「雁皮紙」 を、 同一視すべきではない。　
また、これまでの研究者によって「雁皮紙」 （＝斐紙）と分類さ















































の九割以上を占めている。楮の樹皮繊維は苧麻に次いで長く、平均七～九㎜の長さである（種類によって異なる） 。繊維幅 二種が混合しており、春から夏にかけて成長した繊維は円筒形で長くなり、秋に成長した繊維は偏平 薄く半透明 なる。この二種の は、




②カジノキは東南アジア原産で、照葉樹林文化の渡来時にサトイモや茶などと共に渡来したと考えられる。 雌雄異株で喬木状に成長し、雌花は成長すると赤く熟 、食用にさ た ③コウゾ クワ科に属する植物で、時代・地方により様々な呼称がある（カジ・カジノキ・カミノキ・ヤコソ・コウゾウ・カゾノキ・カゾ カズ・ ゴ カミソなど） 。同じクワ科のヒメコウゾとカ ノキの二種が自然交配して、二種のどちらかに似た種類が生まれたものである。　
このような理由から、コウゾは複雑な特徴を帯びた植物 なり、
















に、できるだけ短く切断して、紙漉き槽の水中に入れ、充分に分散する （紙料液の完成） 。その後 紗を敷いた漉
すきす
簀に紙料液を汲み込み、






など） ・ 「瑜伽師地論」 （
H


























ていない紙）を、水や濃度が薄めのニレ液・ニカワ液 浸 膨らませ、繊維の絡み 緩め柔軟にする。ついで、その表面を木槌などで均一に叩く。その結果 紙は乾燥 と同時に繊維間が締まる。また、表面は平滑になり光沢が生まれ、書写適性が改善される
ある。具体的な打紙の工程に関しては、大柳久栄「打紙の再現をめざして」














いずれも八世紀中頃に楮を原料として漉かれた紙である。 ところが、前者は打紙されており、後者 されていない（ニカワ塗布） 後者が比較的簡易な表面加工で済まされているのは その用途が請暇解（休暇届）という重要度の低いものであるからと考えられる。このように、表面加工の有無・種類などは、奈良時代の段階ですら、料紙の用途などによって、はっきりと区別されていた可能性が高い。　
なお打紙は近世になっても行われ、そうした表面加工を経た紙

































五両。択一斤十両。截三斤五両。舂十三両。成紙一百九十六張」 （ 『延喜図書寮式』 ）とみえるなかの、 「択
たく
」という作業に相当する。具体

































－72 ） 、その後も「高山寺文書」 （
H






























































































































原料とするには切断する必要がある。また切断しても、漉きっぱなしの麻紙の表面は粗く、書写適性 低い そのた 、打 をすることで表面を平らにして、書写適性を向上させる必要があっ 。　
このように麻紙を漉く際は、繊維の切断・叩打や、成紙後 打紙



















































































































































































が量産されるようになってきた。溜め漉き紙（古代） は、麻や楮の長い繊維を切断して、充分叩打してから 、成紙後は表面を平らにするため打紙す 必要がある。このように、生産の過程で重労働が多く、手間もかかるので、生産者に敬遠された。　
しかし、良質の紙（大型で白く、厚い紙）を使い慣れた社会的













凝集性（水中で集まろうとする性質）がある。この性質を利用し紙は作られているが、これらの性質をある程度抑制しないと良質の紙は作れない。洋紙の場合、繊維 形態が変形する程に切っ り叩いたり、粘剤となるデンプンや樹脂を加えるなどすることで、この二つの性質を抑制して紙を作っている。通常の溜め漉き紙 （古代紙）が、繊維を短く切断して、叩いて、繊維の性質を抑制する も 同じ目的からである。　
一方、我が国特有の楮など長い繊維から作った和紙は、繊維の形















まず漉き枠に多量の紙料液を汲み込み 枠 揺すらないで、自然脱水して紙層を形成する抄紙法である。この方法によれば厚紙ができるが、表面に凸凹が生じ 。そこ 平らにするため、漉く前に繊維を短く切断 たり、成紙後に木槌など 表面を叩き打 したりするなど、多 の手間がかかった。　
後に、日本社会における紙の需要が増し、生産に必要な原料が不









































所）にしか自生しない。このことを疑問に感じ、調査・研究した結果、雁皮は地熱がある地域に生育しやすいことが判明した（たとえば、地熱の低い富士山周辺には生息しない） 。 のように成育条件が厳しいので、栽培はほとんど行われず、天然自生のも を採取せざるをえな ため 供給量が少ない。　
繊維の形態は偏平で薄く、粘質性のヘミセルロース成分が多いの







































勢が感じられない紙。具体的 は、チリが多い、赤茶色で薄い 地合構成 悪い、表面が粗いなどの欠点が目立つ紙で 小型の紙 多
263
［国立歴史民俗博物館蔵　古文書・古典籍料紙の調査］……宍倉佐敏


































































































































































































































































という安易な考え 、手抜きを繰り返して量産を目指した紙（近世に多い）は、地合が悪い チリが多い、変色が早い、紙が硬いなどの欠点が目立つ。これに対し 経験や技術力のある漉き工の漉い紙は、全工程に手抜きがなく、丁寧に作られているので、ソフト感のある良質な紙となる。
【キーワード】和紙、紙漉、古文書・古典籍料紙、古代・中世紙（付言）
 本稿は、二〇〇九年初頭に宍倉氏が執筆した論文に、渡辺滋が
手を加えたものである。なおここで付言してお と、拙稿「国立歴史民俗博物館所蔵 古代史料に関する書誌的検討」
〔 『国立歴史民俗
博物館研究報告』一五三、 二〇〇九年十二月〕
において提示した紙質情
報は、二〇〇九年一月までの暫定的な調査結果を基にしている。そのため、たとえば「栄山寺系Ａ」
〔二四八頁
 下段〕
と呼称した文書
群の紙質に関して「桑らしい繊維」とした　
しかしこの繊維に関して、宍倉氏は再調査
（二〇〇九年十一月）
の結果、 「楮か」と見解を変更された。こ ように拙稿と、今回の宍倉論文において相違が存在する場合、後者を優先していただきたい（元・本館外来研究員
　
渡辺滋） 。
（宍倉ペーパー ・ ラボ責任者、女子美術大学大学院非常勤講師）
（二〇一〇年二月二四日受付、二〇一〇年五月二五日審査終了）
